
ヒゴタイ交流生の受け入れ準備が進んでいます。
９月２４日（日）、タイ王国カセサート校の生徒４名、引率教師１名が来校します。約３

週間、産山村でホームステイします。本校では、カセサート校の皆さんの受け入れ準備を
行っています。朝の連絡はタイ語や英語で放送され、朝活の時間はカセサート校の校歌を練
習しています。教室の装飾も着々と進んでいます。

産山学園だより ＮＯ ２０ 令和５年９月２２日（金）発行

うぶやまの風
〈学校教育目標〉 学び合い 支え合い きたえ合う産山の子ども

～「合い」とは仲間との高め合い、集団の中での育ち合い、教育的愛情による導き～

産山学園HPも随時更新

３つの合い言葉

ドローン１００機、地元企業から寄贈していただきました。
９月２１日（木）、子ども達の教育に役立てていただきたいと、ドローン１００機、地域

の企業（株式会社テラ）様から寄贈して頂きました。ドローンは、プログラミング教育に欠
かせない教材で感謝の気持ちで一杯です。子ども達が楽しみながら学べる環境を整えていき
ます。 【飛行中のドローン】 【ドローン贈呈式の様子】

ベンチャー企業３社の代表取締役の方が来校されました。
来校された方は、株式会社テラ 代表取締役 寺本恵子様

FiVE COiN株式会社 代表取締役 板倉聡様、株式会社ボック
スクリエイション 代表取締役 松尾憲様の３名です。３名
の方は、本校の教育環境や義務教育学校設立時から実施し
てきた特色ある教育課程の主旨に共感されました。ある東
京在住の代表取締役様からは、「産山学園で自分の子ども
達を育てたい。さっそく家族で相談します！」と、嬉しい
言葉が聞かれました。


